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(54)【発明の名称】 エレクトロルミネッセンス表示装置

(57)【要約】
【課題】  エレクトロルミネッセンス表示装置における
コントラストの低下を防止する。
【解決手段】  本発明による表示装置は、外光反射抑制
機能を有する平板上に少なくとも１つのエレクトロルミ
ネッセンス素子が形成されている。前記外光反射抑制機
能は、偏光機能、反射抑制機能、グレア防止機能及び遮
光機能のうち少なくとも１つを含む。ＥＬ素子を担う平
板が外光反射抑制機能を有している故に、コントラスト
低下が回避できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  平板と少なくとも１つのＥＬ素子とを含
むＥＬ表示装置であって、
前記平板が、外光反射抑制機能を有することを特徴とす
るＥＬ表示装置。
【請求項２】  前記平板の前記外光反射抑制機能は、偏
光機能、反射抑制機能、グレア防止機能及び遮光機能の
うちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１
記載のＥＬ表示装置。
【請求項３】  前記平板は、ガラス基板又は樹脂基板を
含むことを特徴とする請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記平板の前記ＥＬ素子が設けられる主
面上に設けられた防湿膜を有することを特徴とする請求
項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項５】  前記防湿膜は、可視光透過性を有するこ
とを特徴とする請求項４記載のＥＬ表示装置。
【請求項６】  前記ＥＬ素子は、有機ＥＬ素子であるこ
とを特徴とする請求項４記載のＥＬ表示装置。
【請求項７】  前記防湿膜は、前記ＥＬ素子の保護層を
兼ねていることを特徴とする請求項４記載のＥＬ表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、エレクトロルミネ
ッセンス（ＥＬと称する）表示装置に関する。
【０００２】
【従来技術】自発光性の発光素子である無機若しくは有
機ＥＬ素子を、例えばマトリックス状に配置して形成さ
れるＥＬ表示装置が知られている。当該ＥＬ表示装置に
おけるＥＬ素子は、透明基板上に透明電極、発光層、金
属電極を順に積層することにより形成される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】かかるＥＬ表示装置を
屋外等の明るい場所で使用すると、外光が透明基板表面
及び金属電極により反射され、画面に表示される画像光
と外光反射光とが重なり、コントラストが低下してしま
う。よって本発明は、コントラスト低下を防止したＥＬ
表示装置を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明によるＥＬ表示装
置は、平板と少なくとも１つのＥＬ素子とを含むＥＬ表
示装置であって、前記平板が、外光反射抑制機能を有す
ることを特徴とする。上記した如く、本発明によるＥＬ
表示装置においては、ＥＬ素子を担う平板が外光反射抑
制機能を有しているので、当該平板による外光反射光が
抑制されてコントラストの低下が回避される。
【０００５】
【発明の実施の形態】本発明の実施例を、添付図面を参
照しつつ詳細に説明する。図１に示す如く、本発明によ
るＥＬ表示装置のＥＬ発光素子１は、平板２の上に、第
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１素子電極３、発光層４、第２素子電極５、保護層６の
順に積層することによって形成される。かかる発光素子
１の複数が、例えばマトリックス状に平板２の上に配置
することによってＥＬ表示装置が形成され得る。
【０００６】平板２は、ガラス基板又は樹脂基板を含
み、この場合、可視光透過特性を有する。また平板２
は、外光反射抑制機能を有する。この外光反射抑制機能
は、偏光機能、反射抑制機能、グレア防止機能及び遮光
機能のうち少なくとも１つである。偏光機能を有する平
板としては、例えば円偏光フィルタフィルム若しくは直
線偏光フィルタフィルムである。円偏光フィルタフィル
ムは１／４波長板からなり、直線偏光フィルタは直線偏
光板からなる。平板２として円偏光フィルタフィルム若
しくは直線偏光フィルタフィルムの何れか一方が用いら
れるが、円偏光フィルタフィルム及び直線偏光フィルタ
フィルムを貼り合わせたものを用いても良い。
【０００７】反射抑制機能を有する平板としては、例え
ば所定の低い屈折率を有する低屈折率層、該低屈折率層
よりも高い屈折率を有する高屈折率層を交互に積層して
得られる反射防止膜によって形成することができる。グ
レア防止機能を有する平板は、例えば、表面に微細な凹
凸を有する薄膜からなる。該薄膜に設けられた微細な凹
凸は、ケミカルエッチング、グレーティング、サンドブ
ラスト等により形成される。微細な凹凸を有する薄膜
は、有機材料からなる粒子及び無機材料からなる粒子の
少なくとも一方と有機材料バインダとを含み、当該粒子
を均一に分散させることにより形成され得る。
【０００８】遮光機能を有する平板は、例えば、外光を
吸収するＮＤフィルタフィルムからなる。このＮＤフィ
ルタの分光特性は、入射光の分光組成を変更させないで
単に入射光量を減少させるということから、可視領域全
般にわたり均一な透過率を有していることが好ましい。
また、遮光機能を有する平板は、例えば紫外線吸収フィ
ルタからなる。この紫外線吸収フィルタは、紫外光領域
の外光をほぼ吸収するので紫外線による発光層の劣化
（例えば退色）を防止できる。
【０００９】上記平板の外光反射抑制機能は、偏光機
能、反射抑制機能、グレア防止機能及び遮光機能のいず
れか１つであっても良いが、複数の機能を組合わせても
良い。例えば、平板、つまりグレア防止フィルタフィル
ムと反射防止膜とを貼り合わせて形成されて反射抑制機
能とグレア防止機能とを有するフィルタを用いても良
い。
【００１０】上記した外光反射抑制機能を備える機能フ
ィルムをガラス基板の上にコーティング等によって形成
して得られる平板を平板２とすることが出来る。第１素
子電極３は、ＩＴＯ等の金属酸化物及びＡｕ等の金属薄
膜からなる可視光透過性を有する導電性材料により形成
される。発光層４は、少なくとも電子又は正孔の注入に
より発光する無機材料層又は有機材料層からなる。この
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発光層４の発光効率が低い場合には、発光層４を挟み込
むようにホール注入層及び電子輸送層を設けても良い。
【００１１】第２素子電極５は、Ａｌ等の金属材料を含
む低抵抗性材料により形成される。保護層６は、防湿性
を有するＳｉＮｘからなる。この保護層６は、第１素子
電極３及び第２素子電極５の引き出し部分を残してＥＬ
発光素子全体を覆うように成膜される。なお、封止用の
缶（図示せず）を用いてＥＬ素子を収納する場合などに
おいては、保護層６を設ける必要はない。
【００１２】平板としての樹脂基板に有機ＥＬ素子を設
けた有機ＥＬ表示装置の例を、図２に示す。図２から明
らかなように、本発明によるＥＬ表示装置のＥＬ発光素
子１は、平板２から透明防湿層７、第１素子電極３、発
光層４、第２素子電極５、保護層６、ハードコート層８
の順に積層して形成される。
【００１３】平板２は、透明な樹脂製のフィルムであ
り、円偏光フィルタ等の外光反射抑制機能を有するフィ
ルムである。なお、樹脂フィルムとして可撓性を有する
フィルムを用いることが可能である。透明防湿層７は、
ＳｉＯＮからなる防湿性を有する透明材料層である。透
明防湿層７は、平板２が樹脂である故にこれを透過して
侵入してくる水分からＥＬ素子を保護する作用を行な
う。つまり発光層４が有機材料であった場合において、
水分による発光層劣化（いわゆるダークスポットの発
生）を防止する。
【００１４】第１素子電極３は、可視光についての透過
率が高い透明電極である。発光層４は、少なくとも正孔
若しくは電子の注入により発光する有機材料層を含む。
第２素子電極５は、低抵抗の金属材料からなる。保護層
６は、外部からの水分侵入を防止する防湿性を有するＳ
ｉＮｘからなる。ハードコート層８は、ＵＶ硬化性樹脂
等の可撓性を有する有機材料からなる。ＥＬ表示装置の
機械的強度を保持するように設けられる。
【００１５】図３に示す本発明のＥＬ表示装置１は、２
層の透明防湿層７の間に樹脂層９が挟み込まれるように
平板２の上に設けることと、第１素子電極３上に所定の
パターンに設けられた絶縁層１０から突出する逆テーパ
状の隔壁１１を有する。以上の他は図２の表示装置と同*
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*様な構成になっている。樹脂層９は、ＵＶ硬化樹脂から
なる可視光透過性を有する樹脂である。機械的強度を保
持する為に設けられる。
【００１６】絶縁層１０は、ＳｉＯ
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等の金属酸化物か

らなる。隔壁１１は、例えば、光照射により硬化する感
光性ポリマーからなり、厚さ方向の露光量の違いからく
る現像速度の差を利用して形成される。絶縁層１０及び
隔壁１１は、第２素子電極の形状に応じてパターンされ
る。なお、隔壁１１と第２素子電極５上には、ＥＬ素子
と保護層の密着性を向上させる緩衝層１２が設けられて
いる。緩衝層１２は、ＵＶ樹脂等から形成される。
【００１７】また、上記したＥＬ表示装置が平板を介さ
ないで画像表示をなす構成の場合は、平板２が透明であ
る必要はない。
【００１８】
【発明の効果】このように、本発明によるＥＬ表示装置
においては、ＥＬ素子を担う平板が外光反射抑制機能を
有している故に、コントラスト低下が回避できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるＥＬ表示装置の断面図である。
【図２】平板として樹脂基板を用いた本発明によるＥＬ
表示装置の断面図である。
【図３】ＥＬ素子の間に隔壁を設けた本発明によるＥＬ
表示装置の断面図である。
【符号の説明】
１  ＥＬ表示装置
２  平板
３  第１素子電極
４  発光層
５  第２素子電極
６  保護層
７  透明防湿層
８  ハードコート層
９  樹脂層
１０  絶縁層
１１  隔壁
１２  緩衝層

【図１】 【図２】
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